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一
、
は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
度
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
で
は
新
し
く
軍
記
物

語
関
連
の
資
料
を
数
点
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
中
で
も
本
稿
は
『
保
元
物

語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
断
簡
を
紹
介
す
る
。

「
奈
良
絵
本
」
と
は
主
に
十
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
彩
色
絵
入
り
の
古
写
本
の

こ
と
で
あ
る（

１
）（
同
時
代
の
絵
巻
も
あ
り
、
範
囲
に
含
め
る
こ
と
が
多
い
）。
軍

記
物
語
も
ま
た
、
写
本
や
絵
巻
、
版
本
で
親
し
ま
れ
る
中
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻

の
形
で
も
人
々
に
享
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
は

元
々
は
別
の
成
立
で
あ
っ
た
も
の
の（

２
）、
次
第
に
一
組
の
作
品
の
よ
う
に
享
受
さ

れ
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
お
い
て
も
同
様
に
一
組
と
さ
れ
る
形
が
基
本
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
巻
が
少
な
い
ゆ
え
に
作
り
や
す
さ
が
あ
っ
た
の
か
、
断
簡

を
含
め
確
認
さ
れ
て
い
る
現
存
本
だ
け
で
も
既
に
十
五
点
に
上
り（

３
）、

他
作
品
を

見
渡
し
て
も（

４
）多

い
類
と
言
え
よ
う
。

軍
記
物
語
研
究
か
ら
見
る
と
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
を
含
め
た
絵
画
資
料
の
存

在（
５
）は

、
物
語
本
文
と
絵
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
物
語
の
解
釈
・
捉

え
方
や
歴
史
認
識
、
本
文
と
絵
の
方
向
性
の
違
い
、
絵
の
描
写
の
意
図
・
配
慮
、

絵
の
制
作
環
境
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る
、
重
要
か
つ

貴
重
な
資
料
で
あ
る（

６
）。

今
回
の
新
収
資
料
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
絵
画
資
料
と

共
に
、
以
上
の
課
題
の
検
討
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
資
料
と
考
え
ら
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れ
る
た
め
、
こ
こ
に
詳
細
を
報
告
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、『
保
元
物
語
』『
平
治

物
語
』
の
奈
良
絵
本
諸
本
の
世
界
の
把
握
も
深
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ひ
い
て
は
、
近
世
に
お
け
る
軍
記
物
語
の
享
受
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
も
繋
が
ろ
う
。

二
、
諸
本
と
書
誌
情
報

（１）　
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
諸
本
情
報

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
断
簡
は
、

全
部
で
十
九
枚
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
十
九
枚
を
ま
と
め
て
「
青
学

断
簡
」
と
称
す
）。
青
学
断
簡
は
絵
の
み
で
本
文
は
一
切
有
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
拙
稿（

７
）に
お
い
て
絵
の
み
が
残
さ
れ
た
馬
の
博
物
館
所
蔵
の
画
帖
を
検
証

し
た
よ
う
に
、
青
学
断
簡
に
も
両
物
語
か
ら
し
か
起
こ
り
得
な
い
絵
や
、
既
に

確
認
さ
れ
て
い
る
両
物
語
の
奈
良
絵
本
の
諸
本
の
絵
と
近
い
構
図
の
絵
が
複
数

見
え
る
こ
と
か
ら
、
当
該
資
料
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本

の
断
簡
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
現
存
諸
本
は
、
管
見
の
限
り
は

以
下
の
通
り
で
あ
る（

８
）。［　

　

］
は
本
稿
で
用
い
る
略
称
で
あ
る
。

【
流
布
本
系
統
】

 

・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
絵
巻
十
二
軸（
９
）［

海
杜
絵
巻
］

 

・
彦
根
城
博
物
館
蔵
十
二
帖（

（1
（

［
彦
根
本
］

 

・
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
図
書
館
蔵
十
二
帖（

（1
（

［
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
］

 

・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
シ
ャ
イ
デ
図
書
館
蔵
十
二
帖
［
シ
ャ
イ
デ
本
］

 

・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
立
図
書
館
蔵
九
帖（

（1
（

［
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
］

 

・
石
川
透
氏
蔵
断
簡
十
枚（

（1
（

［
石
川
断
簡
第
一
種
］

 

・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
断
簡
二
十
一
枚（

（1
（

［
国
文
研
断
簡
］

 

・
石
川
透
氏
蔵
断
簡
五
枚（

（1
（

［
石
川
断
簡
第
二
種
］

 

・
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
蔵
十
二
帖（

（1
（

［
二
松
本
］

 

・
馬
の
博
物
館
画
帖
九
十
九
枚
［
馬
博
画
帖
］

 

・
玉
英
堂
書
店
旧
蔵
十
二
帖（

（1
（

［
玉
英
堂
本
］　

※
部
分
的
に
確
認

 

・
原
水
民
樹
氏
蔵
横
本
一
冊（

（1
（

［
原
水
横
本
］

 

・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
六
冊
［
海
杜
絵
本
］

【
金
刀
比
羅
本
系
統
】

 

・
原
水
民
樹
氏
蔵
零
葉（

（1
（

［
原
水
零
葉
］（
保
元
の
み
）

　

 

・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
贈
斯
道
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
改
装
絵
巻（

（2
（

［
セ

本
］（
平
治
の
み
）

こ
れ
ら
は
更
に
諸
本
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
現
在
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
諸

本
の
数
は
異
な
る
も
の
の
、
諸
本
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
存
在

す
る
。
ま
ず
原
水
民
樹
氏
が
『
保
元
物
語
』
を
中
心
と
し
た
奈
良
絵
本
の
諸
本

研
究
を
し（

（2
（

、
そ
の
後
、
山
田
雄
司
氏
が
海
杜
絵
巻
と
彦
根
本
の
近
似
性
を
部
分

的
に
指
摘（

（2
（

、
そ
れ
も
踏
ま
え
て
、
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
国
文
研
断
簡
・
石
川

断
簡
第
一
種
の
近
似
性
、
玉
英
堂
本
が
他
本
と
異
な
る
と
原
水
氏
が
改
め
て
ま

と
め
て
い
る（

（2
（

。
論
者
も
こ
う
し
た
方
向
性
は
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り（

（2
（

、
彦
根

本
と
酷
似
す
る
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
も
同
じ
系
統

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
井
土
守
敏
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

よ
う
に
、
海
杜
絵
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巻
な
ど
の
本
と
二
松
本
と
は
系
統
が
異
な
る
。
二
松
本
だ
け
で
な
く
、
拙
稿（

（2
（

で

述
べ
た
通
り
馬
博
画
帖
も
異
な
る
系
統
で
あ
る
。
更
に
海
杜
絵
本
の
よ
う
に
寛

永
本
の
絵
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
彩
色
し
た
形
の
本
や
、
原
水
横
本
の
よ
う
に
形
態

が
異
な
る
本
も
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
水
氏
や
諸
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
海
杜
絵
巻
や
彦
根
本
の
グ

ル
ー
プ
を
始
め
と
し
て
、
諸
本
の
絵
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
版
本
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
版
本
の
挿
絵
と
し
て
は
、
寛
永
三
年
刊
行
の

版
本
の
系
統
と
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
版
本
を
踏
ま
え
た
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）刊
行
の
版
本
の
系
統
が
存
在
す
る（

（2
（

（
本
稿
で
は
以
下
、前
者
を「
寛

永
本
」、
後
者
を
「
貞
享
本
」
と
呼
ぶ
）。
一
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
版
本
と

の
関
係
は
寛
永
本
と
の
関
わ
り
の
み
に
留
ま
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に

伴
い
、
寛
永
本
の
構
図
を
ほ
ぼ
踏
襲
・
彩
色
し
て
い
る
海
杜
絵
本
の
存
在
も
、

改
め
て
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
絵
本
の
諸
本
は
一
つ
一
つ
に
個
性
が
あ
り
、
版
本
も
含
め
、
個
々
の
検

証
も
改
め
て
報
告
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
別
稿
で
整
理
す
る
も
の
と

し
、
本
稿
で
は
諸
本
や
版
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
青
学
断
簡
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
な
お
、『
絵
詞
保
元
』『
絵
詞
平
治
』
は
青
学
断
簡
と
は
一
致

し
な
い
た
め
、
今
回
は
比
較
か
ら
外
し
た
。

（２）　

青
学
断
簡
の
書
誌
情
報

さ
て
、
青
学
断
簡
の
書
誌
情
報
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
既
に
触
れ
た
点
も
含

め
、
次
の
通
り
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

［
所
蔵
］
青
山
学
院
大
学

［
番
号
］093　

H
76

［
巻
冊
］
十
九
枚

［
寸
法
］
縦
二
四
・
二
㎝
×
横
一
七
・
二
㎝
（
台
紙
を
含
め
る
と
縦
二
四
・
七
㎝

　
　
　
　

×
横
一
七
・
五
㎝
）

［
料
紙
］
鳥
の
子
紙

［
備
考
］
本
文
は
持
た
ず
、
絵
の
み
で
あ
る
。

青
学
断
簡
の
大
き
さ
は
諸
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り（

（2
（

、
奈
良
絵
本
と
し
て
作
ら

れ
た
、
あ
る
い
は
作
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
保
護
の

た
め
か
、
絵
は
全
て
一
回
り
大
き
い
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
青
学
断
簡
が
絵

の
み
を
残
す
形
に
な
っ
た
経
緯
と
し
て
、
元
々
本
の
形
態
で
あ
り
絵
の
み
が
剥

が
さ
れ
て
屏
風
や
画
帖
に
貼
ら
れ
た
か
、
本
は
未
完
成
で
絵
の
み
が
残
っ
た
か

の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
台
紙
に
貼
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
粗
雑
に
扱
わ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
後
代
の
水
に
よ
る
染
み
は
部
分
的
に
は
認

め
ら
れ
る
が
、
全
体
の
保
存
状
態
も
良
い
も
の
で
あ
る
。

青
学
断
簡
は
馬
博
画
帖
の
よ
う
に
冊
子
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、

ば
ら
ば
ら
の
形
で
残
っ
て
い
る
が
、
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、全
十
九
図
い
ず
れ
の
天
地
に
も
金
箔
の
付
い
た
霞
が
施
さ
れ
て
お
り
、

霞
の
様
子
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
木
や
山
の
描
き
方
も
一
定

し
て
い
る
。
登
場
人
物
も
公
家
や
武
士
と
い
っ
た
立
場
に
よ
る
の
か
、
顔
の

描
き
分
け
は
時
折
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
あ
る
い
は
絵
師
に
よ
る
分
担
か
）、
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基
本
的
に
筆
致
が
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

絵
の
質
は
非
常
に
良
い
。
特
に
装
束
の
筆
の
細
や
か
さ
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
着
物
の
模
様
は
一
人
一
人
異
な
り
、
黒
の
束
帯
で
あ
っ
て
も

模
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
武
士
の
甲
冑
の
細
部
ま
で
絵
の
具
の
使
い
分

け
が
さ
れ
、鐙
の
蒔
絵
ま
で
も
金
で
描
く
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
装
束
以
外
に
も
、

背
景
に
あ
る
屏
風
や
襖
の
模
様
、
風
景
に
あ
る
松
の
葉
一
つ
一
つ
が
描
写
さ
れ

て
お
り
、
繊
細
に
筆
が
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
弓
の
弦
や
建
物
の

屋
根
の
細
部
が
金
で
描
か
れ
る
な
ど
、
細
か
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
絵
の
具

も
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
が
完
成
し
て

い
た
場
合
、
充
分
に
豪
華
本
と
言
え
る
類
の
絵
で
あ
る
。

三
、
絵
の
検
証

次
に
、
青
学
断
簡
で
は
物
語
本
文
の
ど
の
場
面
を
絵
に
描
い
て
い
る
の
か
検

証
し
て
み
よ
う
。
先
に
掲
げ
た
現
存
す
る
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈

良
絵
本
の
諸
本
と
の
比
較
に
加
え
、
青
学
断
簡
は
師
長
の
秘
曲
伝
授
と
為
朝
が

鬼
が
島
に
渡
る
絵
の
両
者
を
持
つ
こ
と
、
頼
長
た
ち
が
逃
げ
る
場
面
や
重
仁
出

家
の
場
面
、
鬼
ヶ
島
の
人
々
の
描
写
か
ら
、
流
布
本
系
統
の
本
文
に
基
づ
く
絵

と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
物
語
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
絵
の
検
証
を
進
め
て
い
く
。
絵
の
順

は
物
語
内
の
話
の
流
れ
に
な
る
形
で
論
者
が
直
し
た
。
な
お
、
奈
良
絵
本
の
本

文
の
多
く
は
寛
永
三
年
版
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
原
水
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（2
（

こ
と
か
ら
、
本
稿
で
用
い
る
物
語
本
文
は
、
流
布
本
の
中
で
も
寛
永
三

年
本
に
拠
る（

（3
（

。
章
段
名
は
目
録
と
本
文
で
変
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

本
文
冒
頭
の
も
の
を
優
先
し
た
。
引
用
に
際
し
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

私
に
原
文
に
漢
字
や
濁
点
を
当
て
た
箇
所
や
平
仮
名
に
開
い
た
箇
所
が
あ
る
。

表
記
に
つ
い
て
は
永
積
安
明
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
保
元
物
語　

平

治
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
刊
）
も
参
考
に
し
た
。

［
第
一
図
］

本
図
は
画
面
中
央
に
六
人
の
市
井
の
人
を
描
い
て
お
り
、
各
々
の
方
向
を
向

い
て
、
足
も
ま
ば
ら
に
慌
て
て
走
り
去
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
暖
簾
が
掛
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か
っ
て
い
る
家
屋
は
店
先
で
あ
ろ
う
か
、
町
中
を
背
景
に
、
画
面
右
下
の
手
前

に
は
花
木
を
描
く
。
こ
の
絵
は
『
保
元
物
語
』
の
巻
一
に
あ
る
「
新
院
御
謀
叛

思
し
召
立
つ
事
」
の
章
段
に
お
い
て
、
崇
徳
の
謀
叛
の
噂
が
流
れ
、
人
々
が
荷

物
を
隠
し
つ
つ
世
上
の
乱
れ
を
嘆
く
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
の
「
京
中
の

貴
賤
上
下
、
資
材
・
雑
具
を
西
東
へ
運
び
隠
す
。
門
戸
を
閉
ぢ
、
人
々
は
兵
具

を
集
め
け
れ
ば
」
が
該
当
箇
所
と
な
ろ
う
。
確
か
に
本
図
の
人
々
の
中
に
は
、

行
李
の
よ
う
な
物
を
抱
え
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、弓
箭
を
手
に
持
つ
者
も
い
る
。

本
文
の
「
資
材
・
雑
具
」
や
「
兵
具
」
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
比
較

的
本
文
を
踏
ま
え
て
い
る
絵
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
図
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
左
寄
り
に
い
る
女
性
と
幼
子
の
組

み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
衣
装
や
髪
型
、
あ
る
い
は
子
の

人
数
に
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ

イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・
二
松
本
も
描
い
て
お
り
、
他
の
奈
良
絵
本
諸

本
と
の
影
響
関
係
が
窺
え
る
。
こ
の
点
、
寛
永
本
の
本
章
段
や
原
水
横
本
に

も
人
々
が
資
材
や
武
具
を
運
ぶ
絵
が
存
在
し
、
町
中
の
暖
簾
も
描
か
れ
て
い

る
が
、
女
性
と
子
ど
も
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
意
し
た
い
。

［
第
二
図
］

本
図
は
邸
宅
の
中
で
公
家
た
ち
が
話
し
て
い
る
絵
で
あ
る
。
上
部
の
部
屋
と

下
部
の
部
屋
の
繋
が
り
が
切
れ
て
お
り
、
邸
宅
の
構
造
は
不
可
解
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
の
部
屋
の
襖
に
も
金
色
も
塗
っ
て
あ
る
墨
絵
が
見
え
、
粗
末
な
屋
敷
で

は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
か
。

人
々
が
話
す
と
い
う
場
面
自
体
は
作
中
に
よ
く
あ
る
た
め
特
徴
的
な
絵
と
は

言
い
難
い
が
、
諸
本
と
比
較
す
る
と
、『
保
元
物
語
』
巻
一
の
「
将
軍
塚
鳴
動

幷
ほ
う
き
星
出
る
事
」
の
章
段
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
諸
本
の
う
ち
、
海
杜

絵
巻
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・
二
松
本
の
同
章
段

や
馬
博
画
帖
も
公
家
た
ち
が
話
し
合
い
を
し
て
い
る
場
面
を
描
い
て
お
り
、
馬
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博
画
帖
が
青
々
と
し
た
草
木
の
絵
の
屏
風
を
描
く
以
外
は
、
い
ず
れ
も
墨
絵
の

襖
・
屏
風
が
背
景
に
あ
る
。
寛
永
本
段
階
で
も
同
章
段
に
挿
絵
は
あ
り
、
や
は

り
公
家
た
ち
が
邸
宅
内
で
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

他
に
邸
宅
内
に
複
数
の
公
家
が
集
ま
る
様
子
を
描
く
場
面
と
し
て
、
例
え
ば

海
杜
絵
巻
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
を
見
る
と
『
保

元
物
語
』
巻
一
の
「
官
軍
召
し
集
め
ら
る
る
事
」
に
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

本
図
に
は
見
え
な
い
武
士
が
庭
先
に
い
る
構
図
で
あ
る
。
武
士
の
有
無
は
場
面

を
判
断
す
る
要
素
と
な
ろ
う
。
諸
本
を
見
る
と
『
平
治
物
語
』
巻
二
の
「
官
軍

除
目
行
は
る
る
事
付
謀
叛
人
賞
職
止
め
ら
る
る
事
」
に
お
け
る
除
目
の
場
面
の

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
海
杜
絵
巻
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
を
見
る

と
、
公
家
た
ち
と
併
せ
て
庭
先
に
白
い
装
束
の
者
を
描
い
て
い
る
。
や
は
り
本

図
に
は
見
え
ず
、
判
断
材
料
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
以
上
か
ら
、「
将
軍
塚

鳴
動
幷
ほ
う
き
星
出
る
事
」
の
挿
絵
と
み
る
の
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
。

物
語
本
文
に
は
「
鳥
羽
殿
に
は
、
故
院
の
旧
臣
、
左
大
将
公
教
卿
、
藤
の
宰

相
光
頼
卿
、
右
大
弁
顕
時
の
朝
臣
な
ど
籠
り
居
し
給
ひ
け
る
が
」
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
こ
か
ら
公
卿
た
ち
に
よ
る
話
し
合
い
が
始
ま
り
、
光
頼
に
よ
る
「
た
の

も
し
げ
」
な
言
い
分
が
な
さ
れ
る
。
画
面
右
上
に
一
人
だ
け
他
の
公
家
た
ち
よ

り
も
距
離
が
あ
り
、
読
者
に
顔
が
向
け
て
い
る
白
い
束
帯
の
者
が
い
る
。
本
文

と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
者
が
光
頼
と
い
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ

う
。

［
第
三
図
］

本
図
の
舞
台
は
山
中
で
あ
る
こ
と
が
画
面
の
左
上
の
水
辺
や
左
下
の
松
の
よ

う
な
木
、
下
方
に
広
が
る
丘
の
よ
う
な
緑
の
起
伏
か
ら
分
か
る
。
こ
の
絵
を
一

見
す
る
と
、
画
面
の
中
央
に
い
る
馬
二
頭
の
姿
が
目
に
飛
び
込
む
。
そ
れ
ぞ
れ

二
人
ず
つ
公
家
風
の
者
が
茶
色
と
黒
色
の
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
構
図
か
ら

窺
え
る
状
況
か
ら
、
本
図
は
『
保
元
物
語
』
巻
二
の
「
新
院
左
大
臣
殿
落
ち
給

ふ
事
」
の
章
段
に
見
え
る
、
新
院
と
左
大
臣
藤
原
頼
長
が
逃
げ
落
ち
る
場
面
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

上
皇
は
東
西
を
失
て
御
仰
天
あ
れ
ば
、
左
府
は
前
後
に
迷
て
、
只
、
汝
、

今
度
の
命
助
け
よ
と
ば
か
り
ぞ
の
給
ひ
け
る
。
す
な
は
ち
四
位
の
少
将
を
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め
し
て
、
御
剣
を
給
は
る
。
成
隆
の
朝
臣
是
を
給
は
つ
て
は
か
れ
た
り
。

上
皇
も
は
や
御
馬
に
め
さ
れ
た
り
け
る
が
、
余
に
あ
や
う
く
見
え
さ
せ
給

へ
ば
、
蔵
人
信
実
、
御
馬
の
尻
に
乗
つ
て
い
だ
き
ま
い
ら
す
。
左
大
臣
殿

の
御
馬
の
し
り
に
は
、
四
位
の
少
将
成
隆
乗
て
い
だ
き
奉
り
け
り
。
東
の

門
よ
り
御
出
有
て
、
北
白
川
を
さ
し
て
落
ち
さ
せ
給
ふ
所
に
、
い
づ
く
よ

り
か
射
た
り
け
ん
、
流
矢
一
筋
来
つ
て
、
左
大
臣
殿
の
御
首
の
骨
に
立
。

崇
徳
は
「
蔵
人
信
実
、
御
馬
の
尻
に
乗
つ
て
い
だ
き
ま
い
ら
す
」
と
あ
り
、

頼
長
に
対
し
て
は
「
左
大
臣
殿
の
御
馬
の
し
り
に
は
、
四
位
の
少
将
成
隆
乗
て

い
だ
き
奉
り
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
方
の
馬
に
は
前
方
に
崇
徳
・
後
方
に

信
実
が
乗
っ
て
お
り
、ま
た
一
方
の
馬
に
は
前
方
に
頼
長
・
後
方
に
成
隆
が
乗
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
そ
の
中
で
も
、
ど
ち
ら
の
馬
に
乗
る
者
が
崇
徳
あ
る
い
は
頼
長
な
の

か
、特
定
が
可
能
な
よ
う
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。画
面
右
側
の
馬
に
乗
る
人
々

に
着
目
し
て
み
よ
う
。
前
方
に
乗
っ
て
い
る
人
物
の
首
の
右
（
画
面
左
）
に
、

弓
矢
が
刺
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
本
文
の
「
い
づ
く
よ
り
か
射

た
り
け
ん
、
流
矢
一
筋
来
つ
て
、
左
大
臣
殿
の
御
首
の
骨
に
立
」
の
箇
所
を
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ゆ
え
に
こ
の
矢
の
立
っ
た
人
物
が
頼
長
と
な
る
。

頼
長
の
後
ろ
に
乗
っ
て
い
る
人
物
は
刀
を
佩
い
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
に
見
え

る
「
す
な
は
ち
四
位
の
少
将
を
め
し
て
、
御
剣
を
給
は
る
。
成
隆
の
朝
臣
是
を

給
は
つ
て
は
か
れ
た
り
」
と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
本
文
の
細
部
に
も
忠
実
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

版
本
や
諸
本
に
も
同
章
段
に
は
挿
絵
が
あ
る
。
し
か
し
、
他
本
で
は
頼
長
が

射
ら
れ
た
後
の
展
開
を
踏
ま
え
、
射
ら
れ
た
頼
長
が
横
に
な
る
か
地
面
に
崩
れ

て
い
る
体
勢
を
描
く
こ
と
が
多
い
。
寛
永
本
で
は
頼
長
は
横
た
わ
り
、
彦
根
本

は
馬
か
ら
落
ち
、
海
杜
絵
巻
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・

石
川
断
簡
第
二
種
は
地
面
へ
と
崩
れ
込
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
選
ぶ
場
面
が

青
学
断
簡
は
彦
根
本
な
ど
の
系
統
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
着
目
し
た
い
の
は
、

青
学
断
簡
以
外
に
、
二
松
本
も
馬
に
乗
る
崇
徳
と
頼
長
を
絵
に
採
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
但
し
そ
の
首
に
は
矢
が
見
ら
れ
ず
、
矢
が
放
た
れ
る
前
を
描
い

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
避
け
て
い
る（

（3
（

と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
の
第

九
図
で
触
れ
る
よ
う
に
二
松
本
と
近
し
い
点
を
有
す
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

な
お
、
馬
博
画
帖
も
移
動
の
場
面
を
採
用
し
て
い
る
と
題
は
み
な
し
て
い
る

が
、
牛
車
に
よ
る
移
動
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
図
に
お
い
て
頼
長
と
崇
徳
と
で
眉
の
様
相
が
異
な
り
、
人
物
の
描

き
分
け
を
意
識
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
十
二
図
で
述
べ
る
よ
う
に

人
物
の
顔
が
青
学
断
簡
で
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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［
第
四
図
］

本
図
は
男
性
が
出
家
し
て
い
る
様
子
を
描
く
。
僧
形
の
者
は
右
下
に
も
一
人

い
る
。
他
に
二
人
の
公
家
風
の
人
物
も
お
り
、
う
ち
一
人
は
右
の
僧
形
の
者
に

話
し
か
け
て
い
る
。

『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
作
中
で
出
家
の
様
子
が
書
か
れ
る
登
場
人
物

に
、
鳥
羽
院
・
崇
徳
院
・
源
為
義
・
平
清
盛
な
ど
が
い
る
。
本
図
の
場
合
、
周

囲
に
複
数
の
者
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
判
断
材
料
と
な
ろ
う
。『
保
元
物

語
』
巻
二
の
「
新
院
御
出
家
の
事
」
の
章
段
に
は
、「
家
弘
光
弘
ば
か
り
の
こ

り
と
ど
ま
つ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
崇
徳
が
逃
げ
て
い
く
過
程
で
、
最
終
的
に

は
家
弘
光
弘
父
子
の
み
が
側
に
留
ま
る
。
彼
等
は
身
を
寄
せ
る
場
所
も
な
く
彷

徨
い
、
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
続
い
て
い
く
。

（
中
略
）
あ
や
し
げ
な
る
僧
坊
に
入
ま
い
ら
せ
て
、
お
も
ゆ
な
ど
を
ぞ
す

す
め
奉
り
け
る
。
上
皇
是
に
て
や
が
て
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、

家
弘
も
も
と
ど
り
切
て
げ
り
。

物
語
は
崇
徳
の
み
な
ら
ず
、
家
弘
も
出
家
を
す
る
と
い
う
展
開
を
取
る
。
本

文
で
は
「
あ
や
し
げ
な
る
僧
坊
」
で
出
家
し
た
と
す
る
が
、
本
図
の
中
で
粗
末

な
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
室
内
の
墨
絵
の
襖
に
は
金
色
の
絵
の
具
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
章
段
に
絵
の
あ
る
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ

Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
を
見
て
み
る
と
、
や
は
り
崇
徳
が
出

家
の
た
め
に
僧
坊
に
い
る
様
子
な
が
ら
綺
麗
な
屋
内
を
描
い
て
い
る
の
で
、「
あ

や
し
げ
」
な
様
子
を
描
く
こ
と
は
そ
こ
ま
で
厳
密
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。本

図
に
戻
ろ
う
。
画
面
の
中
央
に
い
る
髪
を
下
ろ
し
て
い
る
最
中
の
人
物
が

誰
に
相
当
す
る
か
、周
囲
の
者
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
先
に
触
れ
た
諸
本
で
は
、

ま
だ
出
家
す
る
前
の
崇
徳
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
周
り
に
二
人
の
僧
坊

の
者
が
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
本
図
の
右
下
の
人

物
も
ま
た
、
僧
坊
の
者
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
左
に
い
る
二
人
が

家
弘
と
光
弘
な
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
画
面
中
央
の
剃
髪
中
の
人
物
が
崇
徳

と
な
り
、
ま
さ
に
出
家
す
る
瞬
間
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
二
松
本
や
馬

博
画
帖
に
も
こ
の
場
面
は
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
の
諸
本
と
も
青
学
断
簡
の

絵
は
一
致
し
な
い
。
す
な
わ
ち
青
学
断
簡
の
独
自
性
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
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［
第
五
図
］

本
図
は
出
家
姿
の
者
が
武
士
に
連
行
さ
れ
て
い
る
絵
で
あ
る
。
画
面
の
左
右

に
は
様
々
な
樹
木
や
緑
の
起
伏
が
描
か
れ
、
舞
台
は
山
中
で
あ
る
。
中
央
に
い

る
出
家
姿
の
者
は
三
人
、
そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
武
士
が
二
人
描
か
れ
る
。
下
方
に

も
出
家
姿
の
者
が
一
人
確
認
出
来
、
後
ろ
に
二
人
の
武
士
が
い
る
。
こ
の
下
方

の
出
家
姿
の
者
は
後
ろ
姿
で
あ
る
た
め
、
手
首
を
縛
る
縄
も
読
み
手
に
よ
く
見

え
る
。
他
三
人
も
腕
を
後
ろ
に
回
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
の
出
家
姿
の
者
も

両
腕
が
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

出
家
姿
の
者
が
捕
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
本
図
は
『
保
元
物
語
』

巻
二
に
お
い
て
、
乱
後
、
謀
叛
人
た
ち
が
出
家
し
、
捕
え
ら
れ
て
い
っ
た
、「
謀

叛
人
各
召
し
捕
ら
る
る
事
」
の
章
段
の
絵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
の
該

当
箇
所
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

（
中
略
）
扨
は
命
ば
か
り
は
助
か
ら
ん
と
や
思
ひ
け
ん
、
皆
出
家
の
か
た

ち
に
成
て
、
爰
か
し
こ
よ
り
出
来
る
。
左
京
大
夫
教
長（

（3
（

卿
と
、
近
江
中
将

成
雅（

（3
（

と
二
人
は
、
広
隆
な
る
所
に
出
家
し
て
有
け
れ
ば
、
周
防
判
官
季
実

を
さ
し
つ
か
は
し
て
召
し
と
ら
る
。
四
位
少
納
言
成
高
と
左
馬
権
頭
実
清

と
二
人
は
、
天
台
山
浄
土
谷
に
て
様
を
替
へ
て
、
座
主
の
宮
へ
ぞ
ま
い
り

け
る
。
是
ら
を
始
め
と
し
て
、
心
も
起
こ
ら
ぬ
僧
法
師
に
な
り
つ
れ
て
、

我
お
と
ら
じ
と
出
け
る
こ
そ
は
か
な
け
れ
。

本
文
で
は
教
長
と
成
雅
の
二
人
と
、
成
高
と
実
清
の
二
人
の
捕
縛
が
書
か
れ

て
い
る
。
絵
も
ま
た
、
四
人
の
捕
縛
を
描
く
。
本
文
で
は
広
隆
と
天
台
山
そ
れ

ぞ
れ
で
出
家
し
て
い
る
た
め
、
同
時
の
捕
縛
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本

図
で
は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
捕
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
本
文
の
忠
実

性
よ
り
、
展
開
を
凝
縮
し
て
い
る
絵
と
言
え
よ
う
か
。

な
お
、
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
本
に
も
や
は
り
出
家
姿
の
人
々
が
捕
え
ら
れ
、
腕
を
縛
ら
れ
て
武
士
た
ち
と

と
も
に
庭
先
に
い
る
絵
が
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
本
図
は
山
中
で
あ
る
よ
う

に
、
構
図
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
二
松
本
で
は
同
章
段
に
挿
絵
は
あ
る
も

の
の
「
す
い
も
ん
」
の
場
面
を
採
用
し
て
お
り（

（3
（

、
青
学
断
簡
と
は
場
面
選
択
が

異
な
る
。
玉
英
堂
本
は
山
中
で
の
連
行
で
あ
り
、
青
学
断
簡
と
最
も
近
い
要
素

を
持
つ
。
但
し
武
士
も
捕
縛
の
人
数
も
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
諸
本

整
理
の
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
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［
第
六
図
］

本
図
は
白
旗
を
掲
げ
る
軍
勢
、
赤
旗
を
掲
げ
る
軍
勢
が
見
え
る
よ
う
に
、
源

平
の
武
士
た
ち
を
同
じ
絵
の
中
に
描
い
て
い
る
。
中
央
左
に
花
木
が
、
下
方
に

緑
の
起
伏
を
描
く
こ
と
か
ら
外
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

青
学
断
簡
の
他
の
絵
と
異
な
る
の
は
、
画
面
中
央
に
施
さ
れ
た
霞
で
あ
る
。

天
地
と
同
じ
く
金
箔
に
よ
る
霞
が
画
面
を
二
つ
に
分
け
て
お
り
、
平
家
勢
と
源

氏
勢
が
い
る
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
分
断
す
る
。
そ
の
両
軍
勢
は
各
々
異
な
る
方
向

に
視
線
を
向
け
て
い
る
。
読
み
手
か
ら
す
れ
ば
手
前
が
目
立
つ
こ
と
を
考
え
る

と
、
絵
が
見
せ
た
い
の
は
源
氏
勢
で
あ
り
、
平
家
勢
も
遠
く
な
い
場
所
に
い
る

中
で
移
動
し
て
い
く
様
子
を
敢
え
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
。

諸
本
と
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
『
保
元
物
語
』
巻
二
の
「
為
義
降
参
の
事
」

の
章
段
に
お
い
て
、
為
義
が
逃
げ
落
ち
て
い
く
絵
が
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・

シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
絵
は
、
軍
勢
が

向
か
い
合
う
中
で
一
騎
だ
け
逃
げ
落
ち
る
為
義
を
描
く
構
図
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
併
せ
て
船
も
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
図
に
は
そ
れ
が
な
い
た
め

場
面
が
異
な
る
可
能
性
が
高
い
が
、
同
章
段
の
絵
と
比
較
の
た
め
に
仮
に
こ

こ
に
入
れ
て
お
く
。
旗
に
言
及
す
る
章
段
の
可
能
性
も
含
め
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

［
第
七
図
］
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本
図
は
五
人
の
男
性
が
捕
え
ら
れ
て
い
る
様
子
を
画
面
の
右
側
に
描
い
て
お

り
、
人
数
の
多
さ
が
目
を
引
く
。
五
人
の
捕
縛
と
い
う
人
数
と
状
況
に
着
目
す

る
と
、『
保
元
物
語
』
巻
二
の
「
義
朝
弟
共
誅
せ
ら
る
る
事
」
の
章
段
に
お
い
て
、

源
為
朝
の
兄
弟
で
あ
る
、
源
頼
賢
た
ち
が
処
刑
さ
れ
る
場
面
が
思
い
起
こ
さ
れ

よ
う
。
次
に
挙
げ
る
の
は
該
当
場
面
の
本
文
で
あ
る
。

義
朝
畏
て
、
方
々
へ
兵
を
さ
し
つ
か
は
し
て
尋
ら
れ
け
れ
ば
、
爰
か
し
こ

よ
り
た
づ
ね
出
し
て
げ
り
。
為
朝
は
敵
よ
す
る
と
見
け
れ
ば
、
い
づ
ち
と

も
な
く
う
せ
に
け
り
。
四
郎
左
衛
門
頼
賢
、
掃
部
助
頼
仲
、
六
郎
為
宗
、

七
郎
為
成
、
九
郎
為
仲
、
已
上
五
人
の
人
々
、
都
へ
は
入
べ
か
ら
ず
と
仰

せ
下
さ
れ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
船
岡
山
へ
居
て
行
け
る
。
五
人
な
が
ら
馬
よ

り
お
り
て
な
み
居
た
り
。

本
文
に
は
「
す
ぐ
船
岡
山
へ
ぞ
居
て
行
け
る
」
と
あ
る
。
絵
に
は
な
だ
ら
か

な
緑
の
起
伏
を
下
方
に
、
松
や
川
を
上
方
に
描
き
、
外
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で

あ
り
、
五
人
が
船
岡
山
に
連
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
手

を
後
ろ
に
回
さ
れ
た
五
人
の
横
に
は
馬
を
描
い
て
お
り
、
本
文
に
「
五
人
な
が

ら
馬
よ
り
お
り
て
な
み
居
た
り
」
と
あ
る
こ
と
と
繋
が
ろ
う
。

本
図
に
近
い
構
図
を
持
つ
諸
本
は
現
時
点
で
は
存
在
し
な
い
。
寛
永
本
か
ら

の
流
れ
で（

（3
（

、
諸
本
で
は
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
の

よ
う
に
、
庭
先
に
並
べ
ら
れ
た
五
人
の
首
を
描
く
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
青

学
断
簡
で
は
絵
に
す
る
場
面
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
そ
う
し
た
残
酷
な
場
面
を
描

か
な
い
た
め
の
配
慮
を
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

［
第
八
図
］

本
図
は
、
画
面
の
中
央
に
、
座
り
な
が
ら
対
面
し
て
い
る
少
年
と
甲
冑
姿
の

武
士
が
い
る
。
そ
の
二
人
に
視
線
を
向
け
て
い
る
女
性
二
人
と
そ
の
女
性
に
抱

え
ら
れ
た
幼
子
二
人
を
右
下
に
、
武
士
四
人
を
左
下
に
描
く
。
左
下
と
右
上
に

あ
る
花
木
は
他
の
図
に
も
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
が
、
本
図
の
特
異
な
点
は
、

左
上
の
奥
に
描
か
れ
て
い
る
三
つ
の
輿
で
あ
る
。
複
数
の
輿
と
幼
子
た
ち
の
存

在
を
考
え
る
と
、
本
図
は
『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
は

る
る
事
」
の
章
段
の
絵
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
が
複
数
あ
る
。

ま
ず
人
数
で
あ
る
。
乙
若
兄
弟
は
四
人
で
あ
る
が
、
本
図
に
は
幼
子
は
三
人

し
か
見
え
な
い
。輿
の
数
が
三
つ
で
あ
る
の
も
一
貫
し
た
認
識
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
つ
一
つ
輿
を
描
く
点
は
丁
寧
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
「
我
さ
き
に
と
輿
に
あ

ら
そ
ひ
乗
ら
れ
け
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
人
は
一
緒

の
輿
に
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・

シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
は
一
つ
の
輿
に
四
人
が
同
乗
す
る
様
子
を

描
い
て
い
る
。
但
し
、
二
松
本
は
輿
を
四
つ
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
兄
弟
が
乗
る

様
子
が
描
か
れ
る
。
な
お
、寛
永
本
が
描
く
首
の
数
も
兄
弟
の
数
と
合
わ
な
い
。

次
に
兄
弟
に
付
き
従
う
「
め
の
と
」
は
、
傅
で
あ
り
、
乳
母
（
女
性
）
で
は

な
い
。
傅
を
乳
母
と
誤
解
し
て
描
く
点
は
原
水
氏
が
彦
根
本
を
例
に
指
摘
し
て

い
る（

（3
（

よ
う
に
諸
本
に
見
ら
れ
る
。
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
本
は
乳
母
の
み
を
、
二
松
本
は
傅
と
乳
母
の
両
者
を
、
海
杜
絵

巻
や
寛
永
本
は
男
性
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
本
の
関
係
性
を
整
理
す
る

素
材
と
成
り
得
る
。
な
お
、
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
本
は
乳
母
た
ち
が
刺
し
違
え
る
絵
ま
で
も
描
い
て
お
り
、
誤
解
が
一
貫

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
文
と
の
齟
齬
は
あ
る
が
、
輿
の
存
在
に
加
え
、
少
年
と
武
士

が
対
話
し
、
周
囲
に
も
幼
子
が
お
り
、
少
年
と
武
士
を
見
守
る
武
士
の
一
行
が

い
る
こ
と
か
ら
、
乙
若
兄
弟
の
章
段
の
絵
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
複
数

の
幼
子
が
登
場
す
る
話
は
『
平
治
物
語
』
に
も
常
葉
の
子
ど
も
の
話
が
あ
る
が
、

「
き
よ
げ
な
る
車
」
は
登
場
し
て
も
輿
で
移
動
す
る
話
で
は
な
く
、
辿
り
着
く

先
も
外
で
は
な
く
六
波
羅
で
あ
る
。
加
え
て
、
常
葉
の
子
ど
も
は
雪
道
の
逃
亡

の
際
は
二
歳
・
六
歳
・
八
歳
と
あ
り
、
二
歳
の
牛
若
は
常
葉
が
「
ふ
と
こ
ろ
に

い
だ
き
つ
つ
」
逃
げ
た
と
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
幼
い
子
は
本
図
に
い
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
図
の
中
央
に
い
る
の
は
乙
若
と
波
多
野
（
秦
野
）

と
考
え
ら
れ
る
。
本
話
の
中
心
は
乙
若
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
義
朝
の

命
令
に
よ
り
兄
弟
を
船
岡
山
へ
と
連
れ
出
す
波
多
野
も
ま
た
重
い
役
割
を
担

う（
（3
（

。
こ
の
二
人
が
中
央
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
話
に
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
波
多
野
と
思
し
き
人
物
は
金

色
の
立
烏
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。
波
多
野
以
外
に
も
、
他
本
で
も
金
色
の
立
烏

帽
子
を
被
せ
る
例
は
あ
り
、
目
立
た
せ
た
い
人
物
が
い
る
場
合
に
行
わ
れ
る
処

置
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

［
第
九
図
］
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本
図
の
中
央
に
は
輿
が
置
か
れ
、
そ
の
輿
に
向
か
っ
て
一
人
だ
け
、
他
の
折

烏
帽
子
姿
の
三
人
よ
り
も
前
に
出
て
い
る
男
性
が
確
認
出
来
る
。
輿
の
左
右
に

は
頭
に
鉢
巻
を
巻
い
た
男
性
が
二
人
お
り
、
輿
舁
き
と
見
ら
れ
る
。
輿
舁
き
は

個
々
に
側
に
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
輿
は
そ
の
場
に
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
他
に
右
下
の
隅
に
も
長
刀
を
持
つ
鉢
巻
姿
の
者
が
い
る
。
風
景
と

し
て
、
上
方
に
は
川
が
流
れ
、
下
方
に
は
な
だ
ら
か
な
丘
の
よ
う
な
緑
の
起
伏

を
描
く
。

本
図
は
『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
北
方
身
投
げ
給
ふ
事
」
の
章
段
の
絵
と
見

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
文
で
は
次
の
場
面
が
該
当
し
よ
う
。

去
程
に
、
秦
野
次
郎
は
、
則
六
条
堀
河
へ
参
り
た
れ
ば
、
母
は
い
ま
だ
下

向
も
な
し
。
よ
つ
て
八
幡
の
方
へ
馳
行
に
、
赤
井
河
原
の
辺
に
て
ま
い
り

あ
ふ
た
り
。
延
景
馬
よ
り
飛
を
り
て
、
輿
の
長
柄
に
取
り
付
け
ば
、
や
が

て
輿
を
ぞ
か
き
す
へ
け
る
。（
中
略
）
件
の
髪
を
取
り
出
し
、
御
有
様
を

く
は
し
く
か
た
り
申
し
か
ば
、
母
上
是
を
き
き
給
ひ
（
以
下
略
）

為
義
北
の
方
は
八
幡
に
参
詣
し
て
い
た
が
、
そ
の
留
守
中
に
自
ら
の
子
で
あ

る
乙
若
た
ち
が
船
岡
山
へ
連
れ
ら
れ
、
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
本
文
に
「
母
上
是

を
き
き
給
ひ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
図
は
乙
若
た
ち
の
殺
害
を
為
義
北
の
方
が

波
多
野
か
ら
聞
い
て
い
る
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。「
赤
井
河
原
の
辺
に
て
ま
い

り
あ
ふ
た
り
」
と
あ
る
の
も
、外
で
や
り
と
り
が
さ
れ
て
い
る
絵
と
合
致
す
る
。

本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
輿
に
最
も
近
い
折
烏
帽
子
の
人
物
が
波
多
野
と

な
る
。

本
図
に
お
い
て
着
目
し
た
い
の
が
、
画
面
中
央
に
輿
を
配
置
し
周
囲
に
人
々

が
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
【
資
料
１
】
の
よ
う
に
、
貞
享
本
に

お
い
て
も
、
画
面
中
央
に
輿
を
配
置
し
周
囲
に
人
々
が
い
る
構
図
が
確
認
出
来

る
か
ら
で
あ
る
。

【
資
料
１
】
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
保
元
物
語
』

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
）

貞
享
本
の
絵
を
見
る
と
、
画
面
中
央
に
輿
が
置
か
れ
、
中
に
女
性
が
俯
き
、

嘆
い
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
背
景
の
右
上
に
は
木
や
山
の
起
伏
を
描

き
、
左
下
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。
輿
の
す
ぐ
側
に
は
波
多
野
が
お
り
、「
は
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は
う
へ
な
げ
き
」
と
い
う
短
冊
の
通
り
、
波
多
野
の
報
告
を
聞
い
て
北
の
方
が

嘆
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
輿
の
側
に
は
女
房
が
一
人
寄
り
添
い
、
輿
舁
き
二

人
が
後
方
に
控
え
る
。
輿
舁
き
が
二
人
い
る
こ
と
や
、
川
を
描
く
と
い
う
要
素

は
青
学
断
簡
に
も
見
出
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

為
義
北
の
方
の
章
段
は
、
諸
本
に
お
い
て
も
絵
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
海
杜

絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・
二
松
本

が
当
て
は
ま
る
。
う
ち
、
二
松
本
以
外
は
入
水
す
る
場
面
の
み
で
あ
り
、
寛
永

本
も
同
様
で
あ
る
。
寛
永
本
の
絵
の
影
響
を
受
け
て
い
る
諸
本
の
絵
が
多
い
こ

と
、
本
図
が
貞
享
本
に
近
し
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
諸
本
も
あ
る
程
度
、
成
立

順
に
並
べ
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
二
松
本
は
入
水
以
外
に
、
輿
の
中
の
北
の
方
と
波
多
野
の
や
り
と
り

の
挿
絵
も
存
在
す
る
。
第
三
図
で
も
青
学
断
簡
と
二
松
本
と
で
近
い
要
素
の
絵

を
持
つ
こ
と
、
第
八
図
で
も
乙
若
兄
弟
の
輿
を
個
別
に
描
く
の
は
青
学
断
簡
と

二
松
本
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
存
諸
本
中
で
両
者
が
共
通
す
る
側

面
を
持
つ
こ
と
は
諸
本
の
関
係
を
整
理
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

［
第
十
図
］

本
図
の
中
央
に
は
鋤
を
持
つ
人
物
が
二
人
い
る
。
特
に
左
の
人
物
の
動
き
か

ら
土
を
掘
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
左
大

臣
殿
御
死
骸
実
検
の
事
」
の
章
段
に
お
け
る
、
頼
長
の
死
骸
を
掘
り
起
し
て
い

る
場
面
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

去
程
に
、
廿
一
日
午
の
刻
ば
か
り
に
、
滝
口
三
人
、
官
使
一
人
、
南
都
へ

趣
て
、
左
府
の
死
骸（

（3
（

を
実
検
す
。（
中
略
）
其
所
は
、
大
和
国
添
上
郡
河

上
村
般
若
野
の
五
三
昧
な
り
。
道
よ
り
東
へ
一
町
ば
か
り
入
て
、
実
成
得

業
が
墓
の
東
に
新
し
き
墓
あ
り
け
る
を
、堀
お
こ
し
て
み
れ
ば
（
以
下
略
）

本
文
の
「
新
し
き
墓
あ
り
け
る
を
、
堀
お
こ
し
て
」
い
る
様
子
を
絵
は
描
い
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て
い
る
。
絵
で
も
山
中
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
絵
の
下
方
に
は
緑
の

起
伏
を
描
き
、
花
木
や
木
々
が
人
々
の
前
後
に
生
い
茂
る
。
画
面
中
央
の
右
に

は
、
掘
り
起
こ
し
を
見
守
る
公
家
風
の
人
々
が
四
人
い
る
。
土
を
掘
る
人
や
、

手
綱
を
握
る
馬
引
き
を
除
け
ば
、
本
文
に
あ
る
「
滝
口
三
人
、
官
使
一
人
」
と

人
数
が
一
致
す
る
形
と
な
る
。

土
を
掘
り
起
す
絵
は
諸
本
に
も
確
認
出
来
、
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
シ
ャ
イ

デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
で
は
僧
形
の
者
が
担
っ
て
い
る（

（3
（

。
遡
れ
ば
寛
永
本
に

も
数
々
の
墓
を
背
景
に
僧
形
の
者
二
人
が
土
を
掘
っ
て
い
る
。

［
第
十
一
図
］

本
図
の
中
央
に
は
少
年
が
お
り
、
そ
の
髪
に
手
を
入
れ
る
僧
が
い
る
。
す
ぐ

側
に
は
も
う
一
人
僧
が
控
え
、
周
囲
に
は
男
性
二
人
と
女
性
二
人
が
見
え
る
。

髪
に
触
れ
る
僧
の
手
に
あ
る
物
は
、
第
四
図
で
見
た
僧
が
持
つ
小
刀
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
面
も
出
家
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。
本
図
の
人
物

の
視
線
は
全
て
少
年
に
注
が
れ
て
お
り
、
こ
の
絵
の
中
心
が
彼
の
出
家
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
室
内
は
金
色
の
施
さ
れ
た
墨
絵
が
後
方
に
見
ら
れ
、
整
っ
た

部
屋
で
あ
る
。

該
当
す
る
場
面
と
し
て
、
保
元
の
乱
当
時
数
え
で
十
七
歳
ほ
ど
で
あ
る
、
重

仁
親
王
の
出
家
が
考
え
ら
れ
る
。『
保
元
物
語
』
巻
二
の
「
重
仁
親
王
の
御
事
」

に
は
、
重
仁
が
「
御
出
家
有
べ
き
に
て
、
仁
和
寺
の
方
様
へ
わ
た
ら
せ
給
ふ
」

と
い
う
話
が
奏
聞
さ
れ
、
許
可
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
巻
三
の
「
新
院

御
遷
幸
の
事
幷
重
仁
親
王
の
御
事
」
の
章
段
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
出
家

の
様
子
が
書
か
れ
る
。

新
院
一
の
宮
を
、
父
の
お
は
し
ま
す
時
、
何
や
う
に
も
な
し
た
て
ま
つ
れ

と
花
蔵
院
僧
正
寛
暁
が
坊
へ
渡
し
奉
る
。
御
供
に
は
、
右
衛
門
の
大
夫
章

盛
、
左
兵
衛
尉
光
重
也
。
僧
正
し
き
り
に
辞
し
申
さ
れ
け
れ
ど
も
勅
定
そ

む
き
が
た
く
し
て
、
う
け
取
た
て
ま
つ
る
。
す
で
に
御
出
家
有
し
か
ば
、

年
来
宮
に
も
立
、
位
に
も
つ
か
せ
給
は
ん
と
こ
そ
待
ち
奉
る
に
、
か
く
思

ひ
の
ほ
か
に
御
か
ざ
り
お
ろ
す
事
の
か
な
し
さ
よ
と
つ
き
ま
い
ら
せ
た
る

女
房
た
ち
、
泣
き
悲
し
む
ぞ
あ
は
れ
な
る
。

本
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
供
の
章
盛
と
光
重
が
画
面
左
下
の
二
人
と
考
え
ら

れ
る
。
女
房
た
ち
も
描
か
れ
て
お
り
、
右
に
い
る
女
房
が
袖
で
顔
の
横
を
覆
う
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の
は
、「
泣
き
悲
し
む
」
様
子
を
表
し
て
い
る
か
。

重
仁
の
出
家
の
様
子
を
絵
に
す
る
諸
本
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

絵
も
青
学
断
簡
の
場
面
の
選
び
方
の
独
自
性
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

［
第
十
二
図
］

本
図
は
人
々
を
乗
せ
た
船
が
海
を
渡
っ
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い
る
。
次
の

第
十
三
図
に
も
船
が
見
え
る
が
、
比
較
す
る
と
本
図
の
船
が
豪
華
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
船
の
中
央
部
に
は
屋
形
が
あ
り
、
そ
の
壁
に
は
金
色
に
も
塗
ら
れ

た
墨
絵
が
見
え
、
こ
の
中
に
い
る
人
物
が
そ
れ
な
り
の
身
分
の
者
で
あ
る
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。
同
乗
す
る
の
は
前
方
に
い
る
二
人
の
公
家
風
の
者
と
屋
形
の
外

に
い
る
甲
冑
姿
の
武
士
で
あ
り
、
他
に
漕
ぎ
手
二
人
が
い
る
。
屋
形
の
奥
に
も

長
刀
の
先
が
見
え
る
の
で
、反
対
側
に
も
武
士
が
控
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
両
物
語
に
お
い
て
船
に
乗
る
高
貴
な
身
分
の
人
物
と
し
て
は
崇
徳
院

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
以
下
は
、
崇
徳
が
配
流
さ
れ
る
『
保
元
物
語
』
巻
三
の

「
新
院
御
遷
幸
の
事
幷
重
仁
親
王
の
御
事
」
の
章
段
の
本
文
で
あ
る
。

国
司
季
頼
朝
臣
、
御
船
幷
に
武
士
両
三
人
を
ま
う
け
て
、
草
津
に
て
御
舟

に
の
せ
奉
る
。
重
成
も
讃
岐
ま
で
御
供
つ
か
ま
つ
る
べ
か
り
し
を（
中
略
）

御
船
に
め
さ
れ
て
後
、
御
屋
形
の
戸
に
は
外
よ
り
錠
を
さ
し
て
げ
り
。

本
文
か
ら
は
船
に
季
頼
と
重
成
が
同
乗
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
絵
の
中
の

前
方
二
人
が
人
数
的
に
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、「
武
士
両
三
人
」
が
同
行
し
て

い
る
と
い
う
記
述
と
、
絵
に
武
士
が
二
人
ほ
ど
見
え
る
こ
と
は
一
致
す
る
。
す

な
わ
ち
、
屋
形
内
に
い
る
者
が
崇
徳
と
な
る
。
但
し
、
第
三
図
で
確
実
に
崇
徳

と
断
定
出
来
る
人
物
と
、
顔
は
一
貫
し
て
い
な
い
。

海
杜
絵
巻
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
に
も
同
章
段
に
絵
が
あ
り
、

構
図
は
異
な
る
が
、
屋
形
を
有
し
た
船
を
描
い
て
い
る
。
彦
根
本
に
も
同
章
段

に
絵
は
あ
る
が
、
船
に
屋
形
は
見
え
な
い
。
遡
る
と
、
寛
永
本
に
も
無
塩
君
の

挿
絵
の
後
に
始
ま
る
「
無
塩
君
の
事
」
の
章
段
の
最
後
、
す
な
わ
ち
「
左
府
の

君
達
幷
謀
叛
人
各
遠
流
の
事
」
の
章
段
直
前
に
な
る
形
で
屋
形
の
付
い
た
船
を

左
下
に
含
む
挿
絵
が
あ
る
。
こ
の
寛
永
本
の
絵
は
、
以
前
拙
稿（

（4
（

で
公
達
の
流
罪

か
と
推
定
し
た
が
、
物
語
の
記
述
は
遡
る
も
の
の
崇
徳
院
の
配
流
を
描
い
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
海
杜
絵
巻
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
本
な
ど
、
寛
永
本
よ
り
後
出
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
絵
本
は
、
崇
徳
の
配
流
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と
し
て
見
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
場
合
、
寛
永
本
は
挿
絵
の
場
所
が
混
乱
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
他
系
統
で
あ
る
が
、
原
水
零
葉
に
も
船
の
屋
形
に
御
簾
で
顔
が
隠
れ

た
崇
徳
を
描
い
て
お
り
、
構
図
は
諸
本
中
で
青
学
断
簡
と
近
い
。
原
水
零
葉
に

は
前
方
に
五
人
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
玉
英
堂
本
に
も
近
い
構
図
が
あ
る
。

玉
英
堂
本
は
描
か
れ
る
人
数
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
屋
形
を
閉
ざ
し
崇
徳
の
姿

を
見
せ
な
い
点
、
物
語
に
錠
を
さ
し
た
と
あ
る
記
述
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
諸
本
整
理
の
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

［
第
十
三
図
］

本
図
で
は
粗
末
な
邸
宅
の
中
で
男
性
二
人
が
向
き
合
っ
て
い
る
。
周
り
に
は

甲
冑
姿
の
武
士
を
四
人
描
く
他
に
女
性
が
二
人
い
る
。
女
性
た
ち
が
江
戸
時
代

の
髪
型
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
青
学
断
簡
の
他
の
絵
や
他
の
奈
良
絵
本

で
も
類
例
が
見
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
物
語
当
時
で
は
な
く
奈
良
絵
本
制
作

の
時
代
の
装
い
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

着
目
す
べ
き
は
、
対
面
し
て
い
る
男
性
の
う
ち
、
手
前
の
者
が
琵
琶
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
面
は
『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
左

府
の
君
達
幷
謀
叛
人
各
遠
流
の
事
」
の
章
段
に
お
け
る
、
師
長
の
秘
曲
伝
授
の

場
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
琵
琶
の
存
在
が
場
面
を
特
定
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
該
当
箇
所
の
本
文
も
挙
げ
て
み
よ
う
。

師
長
は
大
物
と
い
ふ
所
に
と
ど
ま
り
給
ふ
に
、
源
惟
守
と
云
ふ
者
、
こ
の

ほ
ど
琵
琶
を
な
ら
ひ
奉
り
て
、
常
に
ま
い
り
け
る
が
、
最
後
の
御
送
り
と

て
、
是
ま
で
参
つ
て
、
夜
も
す
が
ら
秘
曲
を
し
ら
べ
、
い
づ
く
の
浦
ま
で

も
参
る
べ
く
候
へ
ど
も
、
武
士
ゆ
る
し
侍
ら
ね
ば
、
ま
か
り
か
へ
り
候
。

御
名
残
お
し
く
候
と
申
せ
ば
、
汝
情
あ
り
て
、
是
ま
で
来
る
事
こ
そ
有
が

た
け
れ
と
て
、
青
海
波
の
秘
曲
を
さ
づ
け
給
ひ
て
、
其
譜
の
奥
に
か
く
ぞ

あ
そ
ば
さ
れ
け
る
。

「
武
士
ゆ
る
し
侍
ら
ね
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
り
に
武
士
た
ち
が
い
る
こ

と
も
本
文
に
見
え
る
。
右
下
に
あ
る
燭
台
も
重
要
で
あ
る
。
二
松
本
に
つ
い
て

論
じ
た
出
口
氏
に
よ
れ
ば
、
燭
台
は
夜
を
表
し
て
い
る
と
い
う（

（4
（

。
絵
師
た
ち
の

間
の
共
通
認
識
だ
と
す
れ
ば
、
本
図
の
燭
台
も
夜
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

本
文
に
は
「
夜
も
す
が
ら
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜
通
し
伝
授
を
受
け
て
い
る
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こ
と
を
踏
ま
え
て
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
も

本
文
に
忠
実
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
画
面
左
奥
に
は
二
艘
の
船
を
描
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
師
長
に
会
い
に
惟
守
が
来
た
土
地
が
「
大
物
」
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。
大
物
は
鎌
倉
時
代
に
は
河
港
と
し
て
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
本
図
の
船
は
、

こ
こ
が
港
で
あ
る
こ
と
を
示
す
役
割
も
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

諸
本
で
も
同
章
段
で
挿
絵
を
有
し
、
師
長
と
惟
守
の
二
人
を
描
く
本
も
少
な

く
な
い
が
、
寛
永
本
は
不
鮮
明
な
も
の
の
、
海
杜
絵
巻
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ

イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
で
は
琵
琶
を
描
い
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
二

松
本
や
馬
博
画
帖
で
は
青
学
断
簡
と
同
じ
く
琵
琶
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
場
面

が
明
確
に
な
る
。

［
第
十
四
図
］

本
図
は
、
男
性
三
人
を
乗
せ
た
船
が
、
漕
ぎ
手
二
人
に
よ
り
海
を
進
ん
で
い

く
様
子
を
描
い
て
い
る
。
前
図
よ
り
も
質
素
な
船
で
あ
る
。

着
目
し
た
い
の
は
、
漕
ぎ
手
以
外
の
三
人
が
手
に
し
て
い
る
物
で
あ
る
。

三
人
は
全
員
同
じ
く
紺
地
の
巻
物
を
複
数
抱
え
て
い
る
。
大
量
の
巻
物
を
持
っ

て
海
上
に
い
る
点
、『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
新
院
御
経
沈
め
給
ふ
事
付
崩
御

の
事
」
の
章
段
に
お
け
る
、
崇
徳
院
自
筆
の
五
部
の
大
乗
経
の
話
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
。
崇
徳
は
自
ら
写
し
た
経
を
、
亡
き
鳥
羽
院
の
墓
に
納
め
た
い
と

願
う
。
し
か
し
後
白
河
天
皇
は
「
彼
御
経
を
す
な
は
ち
返
し
つ
か
は
」
し
た
。

次
の
引
用
は
、
崇
徳
が
恨
み
を
抱
い
て
い
る
と
都
に
伝
わ
り
、
康
頼
が
使
い
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と
し
て
様
子
を
見
に
行
っ
た
際
の
記
述
で
あ
る
。

康
頼
を
御
使
に
下
さ
れ
け
る
が
、
参
て
見
奉
れ
ば
、
柿
の
御
衣
の
す
す
び

た
る
に
、
長
頭
巾
を
ま
き
て
、
大
乗
経
の
奥
に
御
誓
状
を
あ
そ
ば
し
て
、

千
尋
の
底
に
し
づ
め
給
ふ
。

本
文
で
は
、
都
か
ら
返
さ
れ
た
大
乗
経
の
奥
に
、
崇
徳
が
誓
状
を
記
し
て
海

の
底
に
沈
め
た
と
い
う
。
本
図
が
海
に
沈
め
に
行
く
過
程
の
絵
と
す
れ
ば
、
船

に
い
る
三
人
の
う
ち
、
中
央
の
一
人
だ
け
姿
が
異
な
る
点
が
着
目
さ
れ
る
。
長

頭
巾
で
は
な
い
が
、
こ
の
人
物
が
崇
徳
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
図
も
ま
た
、
二
松
本
や
馬
博
画
帖
も
含
め
て
諸
本
に
は
な
い
絵
で
あ
り
、

青
学
断
簡
が
諸
本
と
異
な
る
絵
の
流
れ
も
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。

［
第
十
五
図
］

本
図
は
、
下
方
に
裸
体
の
男
性
が
木
を
持
っ
て
暴
れ
て
い
る
様
子
を
描
く
。

上
方
の
建
物
の
内
部
に
は
、
二
つ
の
桶
と
外
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
人
々
が
見

え
る
。
こ
れ
は
『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
為
朝
生
捕
り
流
罪
に
処
せ
ら
る
る
事
」

の
章
段
に
見
え
る
、
為
朝
が
暴
れ
て
い
る
場
面
の
絵
で
あ
る
。
該
当
場
面
の
本

文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

（
中
略
）
八
郎
、
近
江
国
輪
田
と
云
ふ
所
に
か
く
れ
ゐ
て
、
郎
等
一
人
法

師
に
な
し
て
、
乞
食
さ
せ
て
日
を
送
り
、
筑
紫
へ
く
だ
る
べ
き
支
度
し
け

る
が
、
平
家
の
侍
筑
後
守
家
貞
、
大
勢
に
て
の
ぼ
り
け
れ
ば
、
其
程
ひ
る

は
深
山
に
入
て
身
を
か
く
し
、夜
は
里
に
出
て
食
事
を
い
と
な
み
け
る
が
、
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有
漏
の
身
な
れ
ば
や
み
出
し
て
、
灸
治
な
ど
お
ほ
く
し
て
、
温
室
大
切
の

間
、
ふ
る
き
湯
屋
を
借
り
て
、
常
に
お
り
ゆ
を
ぞ
し
け
る
。
爰
に
佐
渡
兵

衛
重
貞
と
い
ふ
者
、
宣
旨
を
か
う
ぶ
り
て
、
国
中
を
尋
も
と
め
け
る
処
に
、

あ
る
者
申
け
る
は
、
此
程
此
湯
屋
に
ゐ
る
者
こ
そ
あ
や
し
き
人
な
れ
。
大

男
の
お
そ
ろ
し
げ
な
る
が
、
さ
す
が
に
尋
常
気
な
り
。
と
し
は
二
十
ば
か

り
な
る
が
、
ひ
た
ひ
に
疵
あ
り
。
ゆ
ゆ
し
く
人
に
忍
ぶ
と
お
ぼ
え
た
り
と

か
た
れ
ば
、
九
月
二
日
湯
屋
に
お
り
た
る
と
き
、
三
十
余
騎
に
て
を
し
よ

せ
て
げ
り
。
為
朝
ま
つ
は
だ
か
に
て
、
合
木
を
も
て
あ
ま
た
の
者
を
ば
う

ち
ふ
せ
た
れ
共
、
大
勢
に
と
り
こ
め
ら
れ
て
、
い
ひ
が
ひ
な
く
か
ら
め
ら

れ
に
け
り
。

本
文
に
見
え
る
よ
う
に
、「
湯
屋
」
が
舞
台
で
あ
り
、
三
十
余
騎
の
武
士
が

押
し
寄
せ
て
き
た
た
め
、
為
朝
が
「
ま
つ
は
だ
か
に
て
、
合
木
を
も
て
あ
ま
た

の
者
を
ば
う
ち
ふ
せ
」
て
い
る
最
中
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ

ち
、
暴
れ
て
い
る
者
が
為
朝
で
あ
る
。
絵
の
中
で
は
六
人
の
武
士
た
ち
が
応
戦

し
て
い
る
が
、
既
に
三
人
は
為
朝
の
足
元
に
倒
れ
て
お
り
、
打
ち
臥
せ
ら
れ
た

様
子
を
描
写
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
大
暴
れ
す
る
為
朝
を
絵
に
し
て
い
る
諸
本
は
多
い
。
海
杜
絵
巻
・
彦
根

本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・
馬
博
画
帖
・
石
川
断

簡
第
一
種
が
挙
げ
ら
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
や
シ
ャ
イ
デ
本
は
見
開
き
で
描
く
ほ
ど

で
あ
る
。
な
お
、
他
系
統
の
原
水
零
葉
も
暴
れ
る
為
朝
を
描
い
て
い
る
。
青
学

断
簡
は
独
自
の
絵
も
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
他
本
が
絵
に
し
て
い
る
場
面
と
通

じ
る
場
合
も
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
寛
永
本
は
同
章
段
の
挿
絵
は
大

路
を
渡
さ
れ
る
為
朝
を
描
き
、
二
松
本
も
同
様
、
馬
博
画
帖
は
大
暴
れ
す
る
絵

と
大
路
渡
し
の
両
者
を
有
す
る
。
諸
本
の
流
れ
を
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
絵
と

な
ろ
う
。

［
第
十
六
図
］

本
図
の
右
上
に
は
、岩
山
に
腰
掛
け
て
い
る
男
性
と
そ
の
側
に
二
人
の
男
性
、

そ
し
て
左
上
に
は
異
形
の
姿
の
者
が
二
人
い
る
。
画
面
の
下
方
に
は
水
辺
に
浮

か
ぶ
船
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
為
朝
鬼
が
島
に
渡
る

事
幷
最
後
の
事
」
の
章
段
に
あ
る
、
鬼
が
島
で
為
朝
が
島
の
人
々
と
話
し
て
い

る
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
豆
の
大
島
に
流
さ
れ
た
為
朝
は
、
十
年
経
っ
た
あ
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る
日
、
白
鷺
と
青
鷺
が
沖
に
飛
ん
で
い
く
姿
を
見
て
、
そ
の
先
に
島
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。
そ
の
後
に
続
く
本
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

（
中
略
）
は
や
船
に
乗
て
は
せ
て
行
に
、
日
も
く
れ
夜
に
も
な
り
け
れ
ば
、

月
を
か
が
り
に
漕
ぎ
行
ば
、
あ
け
ぼ
の
に
す
で
に
島
か
げ
見
え
け
れ
ば
、

こ
ぎ
よ
せ
た
れ
共
、
あ
ら
磯
に
て
波
た
か
く
、
い
は
ほ
さ
か
し
く
て
、
船

を
よ
す
べ
き
や
う
も
な
し
。
を
し
め
ぐ
ら
し
て
見
給
ふ
に
、
戌
亥
の
方
よ

り
小
川
ぞ
な
が
れ
出
た
り
け
る
。
御
曹
子
は
西
国
に
て
船
に
は
能
調
練
せ

ら
れ
た
り
。
船
を
も
損
ぜ
ず
を
し
あ
げ
て
見
給
へ
ば
、
長
一
丈
あ
ま
り
あ

る
大
童
の
、
か
み
は
そ
ら
ざ
ま
に
と
り
あ
げ
た
る
が
、
身
に
は
毛
ひ
し
と

お
ひ
て
、
色
く
ろ
く
牛
の
ご
と
く
な
る
が
、
刀
を
右
に
さ
し
て
お
ほ
く
出

た
り
。
を
そ
ろ
し
な
ど
も
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
申
こ
と
ば
も
き
き
し
ら
ざ

れ
ば
、
大
方
推
し
て
あ
へ
し
ら
ふ
。（
中
略
）
郎
等
ど
も
は
み
な
興
を
さ

ま
し
て
思
ひ
け
れ
ど
も
、
為
朝
は
す
こ
し
も
さ
は
が
ず
、
磯
に
船
を
を
き

た
れ
ば
こ
そ
、
波
に
も
く
だ
か
る
れ
。
た
か
く
引
上
よ
と
て
、
は
る
か
の

上
に
ぞ
引
上
け
る
。

こ
の
後
、
為
朝
が
島
の
名
を
現
地
の
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
鬼
が
島
と
言
わ

れ
る
。
本
文
に
「
は
や
船
に
乗
て
は
せ
て
ゆ
く
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
為
朝
た

ち
は
船
で
こ
の
鬼
が
島
に
着
い
た
。「
船
を
も
損
ぜ
ず
」
辿
り
着
い
た
こ
と
が

右
下
に
描
い
て
あ
る
船
の
絵
か
ら
も
窺
え
る
。

左
上
の
異
形
の
姿
の
者
た
ち
が
鬼
が
島
の
人
々
に
当
た
り
、
彼
等
に
一
番
近

く
で
対
面
し
て
い
る
人
物
が
為
朝
と
な
る
。「
郎
等
ど
も
」
の
様
子
も
本
文
で

書
か
れ
る
よ
う
に
、
為
朝
は
郎
等
と
共
に
渡
っ
た
の
で
あ
り
、
為
朝
が
座
る
岩

の
足
元
に
い
る
二
人
が
該
当
し
よ
う
。

鬼
が
島
の
人
々
が
「
長
一
丈
あ
ま
り
あ
る
」
こ
と
は
絵
で
は
若
干
分
か
り
に

く
い
が
、
や
や
為
朝
た
ち
よ
り
も
大
き
い
こ
と
は
意
識
さ
れ
た
上
で
描
写
し
て

い
よ
う
か
。「
か
み
は
そ
ら
ざ
ま
」、「
身
に
は
毛
ひ
し
と
お
ひ
て
」、「
色
く
ろ

く
牛
の
ご
と
く
な
る
」
と
い
っ
た
本
文
の
記
述
は
、
絵
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
絵
は
こ
の
鬼
が
島
の
人
を
二
人
描
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
お

ほ
く
出
た
り
」
を
表
現
し
て
い
る
か
。「
刀
を
右
に
さ
し
て
」
と
い
う
箇
所
も
、

為
朝
か
ら
す
れ
ば
右
に
刀
の
鞘
ら
し
き
も
の
が
鬼
が
島
の
人
の
腰
に
描
か
れ
て

お
り
、
本
来
は
鬼
が
島
の
人
か
ら
見
て
右
に
あ
る
べ
き
も
の
の
、
本
文
に
忠
実

で
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
言
え
よ
う
か
。

な
お
、
こ
の
為
朝
と
鬼
が
島
の
人
々
の
絵
も
諸
本
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
本
文

の
「
あ
み
の
ご
と
く
な
る
大
布
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
流
布
本
の
古
写
本（

（4
（

は
「
網
の
如
く
な
る
た
（
太
）
布
」）
を
「
お
ほ
く
も
ち
て
出
て
前
に
つ
み
を

き
け
り
」
と
い
う
、
積
み
重
ね
た
布
を
描
く
構
図
が
特
に
多
く
、
海
杜
絵
巻
・

彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
本
・
石
川
断
簡
第
一

種
が
該
当
す
る
。
二
松
本
で
は
布
は
描
い
て
い
な
い
。
な
お
、
寛
永
本
に
は
為

朝
と
鬼
が
島
の
人
々
の
絵
は
存
在
し
な
い
。
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本
図
は
邸
宅
を
囲
む
武
士
た
ち
を
描
い
て
い
る
。戸
に
手
を
伸
ば
す
二
人
と
、

庭
前
に
五
人
の
武
士
が
い
る
。
邸
宅
の
周
り
に
は
緩
や
か
な
緑
の
起
伏
や
花
木

を
描
き
、
都
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
か
。
本
文
で
対
応
す
る
場
面
と

し
て
、『
保
元
物
語
』
巻
三
の
「
為
朝
鬼
が
島
に
渡
る
事
幷
最
後
の
事
」
の
章

段
最
後
、
す
な
わ
ち
物
語
の
最
後
に
書
か
れ
る
為
朝
へ
の
襲
撃
が
考
え
ら
れ

る
。
該
当
場
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

か
や
う
に
随
分
の
勇
士
共
も
、
わ
ろ
び
れ
て
す
ゝ
み
え
ず
、
た
ゞ
外
郭
と

り
ま
は
せ
る
ば
か
り
也
。
こ
ゝ
に
加
藤
次
景
廉
、
自
害
し
た
り
と
見
お
ふ

せ
て
や
あ
り
け
ん
、
長
刀
を
も
て
う
し
ろ
よ
り
ね
ら
ひ
よ
つ
て
、
御
曹
司

の
首
を
ぞ
う
ち
お
と
し
け
る
。

為
朝
は
「
今
は
思
ふ
事
な
し
と
て
、
内
に
入
り
、
家
の
柱
に
後
ろ
を
あ
て
て
」

腹
を
切
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
流
布
本
の
古
写
本
に
「
則
館
に
う
ち
入
て

見
れ
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
敵
方
の
武
士
た
ち
は
館
に
入
っ
て
い
く
。
最
終
的

に
景
廉
が
「
長
刀
を
も
て
」
為
朝
の
首
を
打
ち
落
と
し
た
と
い
う
本
文
の
記
述

を
踏
ま
え
れ
ば
、
絵
の
右
側
に
も
長
刀
を
高
く
持
ち
上
げ
て
邸
宅
の
中
を
窺
っ

て
い
る
武
士
が
い
る
点
、
景
廉
の
動
き
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

諸
本
で
は
討
た
れ
た
為
朝
の
首
の
絵
で
物
語
が
終
わ
る
こ
と
が
多
い（

（4
（

が
、
寛

永
本
で
は
襲
撃
す
る
人
々
の
様
子
を
描
き
、
長
刀
を
掲
げ
る
景
廉
と
思
し
き
人

物
も
確
認
出
来
る
。
二
松
本
も
襲
撃
す
る
場
面
を
見
開
き
で
描
き
、
為
朝
が
切

腹
す
る
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。
な
お
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
屏
風（

（4
（

の

最
後
に
お
い
て
も
、
邸
宅
を
囲
い
、
長
刀
を
持
つ
武
士
た
ち
を
描
い
て
い
る
。
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［
第
十
八
図
］

本
図
は
、
松
明
を
掲
げ
て
邸
宅
の
中
を
探
る
武
士
や
、
荷
物
を
持
ち
運
ぶ
武

士
、
逃
げ
る
人
を
捕
え
る
武
士
た
ち
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
壁
に
も
金
色
の

施
さ
れ
た
墨
絵
が
描
か
れ
、
粗
末
な
邸
宅
で
は
な
い
様
子
で
あ
る
。

場
面
を
判
断
す
る
要
素
と
し
て
、
画
面
左
下
に
甲
冑
姿
で
は
な
い
逃
げ
る
様

子
の
人
が
い
る
こ
と
が
着
目
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
合
戦
中
で
は
な
く
襲
撃

し
て
い
る
最
中
と
考
え
ら
れ
る
。
突
然
の
攻
撃
先
と
し
て
は
、『
保
元
物
語
』

巻
二
の
家
成
宿
所
・
院
の
御
所
、『
平
治
物
語
』
巻
一
の
三
条
殿
と
そ
れ
に
続

く
信
西
宿
所
が
作
中
で
は
目
立
つ
。
本
図
で
は
現
存
箇
所
か
ら
は
女
性
が
確
認

出
来
な
い
と
こ
ろ
も
判
断
の
素
材
と
な
ろ
う
か
。『
平
治
物
語
』
の
信
西
宿
所

の
焼
き
討
ち
で
は
、「
女
わ
ら
は
の
あ
は
て
ま
よ
ひ
出
け
る
を
も
、
信
西
が
す

が
た
を
か
へ
て
や
に
ぐ
ら
ん
と
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
た
ち
が
逃
げ
惑
う

姿
が
前
面
に
書
か
れ
る
た
め
候
補
か
ら
除
外
さ
れ
よ
う
。

更
に
、本
図
で
は
建
物
が
炎
に
包
ま
れ
て
お
ら
ず
、武
士
た
ち
も
松
明
を
持
っ

て
中
を
窺
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
点
も
重
要
か
。『
保

元
物
語
』
の
家
成
宿
所
・
院
の
御
所
の
焼
き
討
ち
は
、
家
成
宿
所
の
火
が
院
の

御
所
に
移
っ
た
と
い
う
展
開
の
た
め
、
本
図
が
院
の
御
所
で
あ
る
な
ら
ば
建
物

に
は
既
に
火
が
付
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
荷
物
を
運
ぶ
武
士
は
、
寛
永
本
や

二
松
本
で
は
む
し
ろ
『
保
元
物
語
』
の
当
該
章
段
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
の
で
、

候
補
の
可
能
性
も
完
全
に
は
捨
て
切
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
建
物
に

火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
図
は
『
平
治
物
語
』

の
三
条
殿
焼
き
討
ち
の
場
面
と
見
て
お
く
。

三
条
殿
焼
き
討
ち
は
「
同
九
日
の
夜
子
刻
ば
か
り
」
に
あ
っ
た
襲
撃
で
、
現

存
す
る
『
平
治
物
語
絵
巻
』
も
そ
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。

そ
う
し
た
絵
巻
に
も
見
え
る
場
面
を
奈
良
絵
本
で
描
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

が
、
そ
の
場
合
、
本
図
は
炎
に
邸
宅
が
包
ま
れ
る
前
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
辺
り
も
意
図
的
に
青
学
断
簡
が
戦
乱
の
惨
状
を
避
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
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本
図
は
画
面
の
上
方
に
女
性
と
出
家
姿
の
男
性
を
向
か
い
合
う
よ
う
に
描

く
。
下
方
を
見
る
と
、
右
に
僧
形
の
者
が
一
人
、
左
に
女
性
が
一
人
、
そ
の
間

に
子
ど
も
が
四
人
い
る
。『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
お
い
て
、
女
性
と
複

数
の
幼
子
が
共
に
登
場
す
る
場
面
は
限
ら
れ
る
。
前
者
は
為
義
北
の
方
と
乙
若

た
ち
の
回
想
、
後
者
は
常
葉
と
今
若
・
乙
若
・
牛
若
の
三
人
の
話
が
知
ら
れ
る
。

女
性
と
子
ど
も
、
そ
し
て
出
家
姿
の
者
が
対
面
す
る
絵
は
寛
永
本
の
段
階
か

ら
見
ら
れ
、
海
杜
絵
巻
・
彦
根
本
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
・
シ
ャ
イ
デ
本
・
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
本
・
馬
博
画
帖
に
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
文
を
持
つ
場
合
、

『
平
治
物
語
』
巻
三
の
「
常
葉
六
波
羅
に
参
ら
る
事
」
の
章
段
の
絵
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
も
ま
た
六
波
羅
に
参
上
し
た
常
葉
と
清
盛
の
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
場
合
、
右
上
の
男
性
が
清
盛
、
左
上
の
女
性
が
常
葉
、
左
下
の
女

性
が
常
葉
の
母
、
中
央
に
い
る
の
が
常
葉
の
子
ど
も
と
な
ろ
う
が
、
問
題
が
複

数
あ
る
。

ま
ず
子
ど
も
の
数
が
合
わ
な
い
。
し
か
し
、
第
八
図
で
も
乙
若
兄
弟
が
三
人

し
か
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
本
図
と
子
ど
も
の
数
が
入
れ

替
わ
る
と
合
う
の
で
何
ら
か
の
誤
解
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
第
八
図
の
時

点
で
青
学
断
簡
は
子
ど
も
の
数
に
関
心
を
向
け
て
い
な
い（

（4
（

。
こ
の
問
題
は
寛
永

本
に
も
あ
り
、
寛
永
本
に
は
子
ど
も
は
二
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。

次
に
子
供
の
年
齢
も
合
わ
な
い
。
牛
若
は
常
葉
に
抱
え
ら
れ
る
形
で
の
描
写

が
多
い
が
、
本
図
に
は
二
歳
に
は
見
え
な
い
子
ど
も
し
か
い
な
い
。

更
に
、
常
葉
が
六
波
羅
に
来
た
と
き
、
史
実
で
は
清
盛
は
ま
だ
出
家
を
し
て

い
な
い
。
清
盛
の
出
家
は
平
治
の
乱
の
数
年
後
で
あ
り
、
歴
史
上
で
は
仁
安
三

年
（
一
一
六
八
）
二
月
に
病
気
の
た
め
出
家
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
常

葉
と
対
面
す
る
清
盛
が
出
家
姿
な
の
は
青
学
断
簡
に
限
ら
ず
寛
永
本
や
諸
本
を

含
め
て
不
可
解
で
あ
る
。
こ
の
点
、
物
語
本
文
の
話
の
順
番
が
手
掛
か
り
と
な

ろ
う
か
。
本
文
で
は
清
盛
の
出
家
は
「
清
盛
出
家
の
事
幷
滝
詣
で
付
悪
源
太

雷
電
と
成
事
」
の
章
段
冒
頭
に
「
仁
安
二
年
十
一
月
、
清
盛
や
ま
ひ
に
お
か

さ
れ
、年
五
十
一
に
し
て
出
家
し
、法
名
は
浄
海
と
ぞ
申
け
る
」
と
記
さ
れ
る
。

そ
の
次
の
章
段
が
「
頼
朝
生
捕
ら
る
る
事
付
常
葉
落
ち
ら
る
る
事
」、
続
く
形

で
「
頼
朝
遠
流
に
宥
め
ら
る
る
事
付
呉
越
戦
ひ
の
事
」、
そ
し
て
「
常
葉
六
波

羅
に
参
ら
る
事
」
と
な
る
。
物
語
の
時
間
は
仁
安
に
一
旦
移
り
、
そ
の
後
乱
直
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後
の
義
平
の
処
刑
に
触
れ
つ
つ
物
語
の
本
筋
に
戻
り
、
頼
朝
や
常
葉
の
話
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
物
語
に
は
清
盛
の
出
家
は
常
葉
の
六
波
羅
参
上
の
話
よ

り
も
先
に
現
れ
る
形
と
な
る
。
し
か
も
常
葉
の
六
波
羅
参
上
の
話
は
流
布
本

で
は
「
去
程
に
」
と
い
う
始
ま
り
で
あ
り
、
年
号
が
明
確
に
書
か
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
頼
朝
の
話
と
時
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
絵
師

た
ち
が
そ
れ
を
理
解
し
て
筆
を
執
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
義
経

記
』
の
版
本
の
挿
絵
も
出
家
姿
の
清
盛
と
常
葉
の
対
面
を
描
く
も
の
が
あ
る
。

そ
の
一
方
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
屏
風
で
は
清
盛
は
出
家
姿
で
は

な
く
、
両
物
語
の
絵
の
展
開
を
捉
え
る
手
掛
か
り
に
も
な
ろ
う
。

最
後
に
、
右
下
の
僧
形
の
者
も
理
解
が
難
し
い
。
本
文
に
登
場
す
る
申
次
の

景
綱
の
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
諸
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
本
図
は

常
葉
と
清
盛
の
場
面
で
あ
る
と
現
時
点
で
は
見
て
お
く
。

四
、
青
学
断
簡
の
位
置
付
け
と
展
望

前
節
で
は
青
学
断
簡
の
絵
の
場
面
を
検
証
し
て
き
た
。
今
後
、
僚
巻
が
見
つ

か
っ
て
い
く
可
能
性
も
多
分
に
あ
ろ
う
。
第
十
一
図
と
第
十
二
図
の
よ
う
に
同

章
段
に
絵
が
二
枚
あ
る
例
も
確
認
出
来
、
全
て
の
絵
が
確
認
出
来
た
場
合
、
や

は
り
豪
華
な
作
り
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

物
語
本
文
と
絵
を
照
合
す
る
と
、
青
学
断
簡
は
第
三
図
・
第
十
一
図
・
第

十
三
図
を
始
め
と
し
て
本
文
の
細
部
に
も
忠
実
で
あ
る
絵
が
多
く
あ
る
一
方

で
、
第
八
図
の
よ
う
に
明
ら
か
に
本
文
と
の
ず
れ
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
時

折
そ
の
忠
実
さ
に
は
揺
れ
が
生
じ
る
。
そ
の
揺
れ
は
主
に
子
ど
も
が
関
わ
る
場

面
に
な
る
と
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
か
。
ど
の
よ
う
な
指

示
が
絵
師
に
よ
り
さ
れ
て
い
た
の
か
、
今
後
も
検
証
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

青
学
断
簡
は
第
一
図
・
第
二
図
・
第
十
五
図
・
第
十
六
図
の
よ
う
な
諸
本
と

近
し
い
も
の
や
、
二
松
本
と
も
関
連
が
あ
り
そ
う
な
第
三
図
・
第
八
図
・
第
九

図
・
第
十
三
図
も
確
認
出
来
る
一
方
で
、
第
四
図
・
第
七
図
・
第
十
一
図
・
第

十
四
図
の
よ
う
に
独
自
の
場
面
を
絵
に
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
は
な
い
。
ま

た
、
第
七
図
・
第
十
八
図
は
残
酷
な
場
面
を
避
け
る
た
め
に
敢
え
て
描
く
場
面

を
ず
ら
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
既
に
海
杜
絵
巻
や
彦
根
本
の
グ
ル
ー
プ
と

は
異
な
る
系
統
の
絵
と
し
て
二
松
本
や
馬
博
画
帖
の
存
在
が
確
認
出
来
て
い
た

が
、
青
学
断
簡
も
ま
た
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
き
た
諸
本
と
異
な
る
場
面
を
有

す
る
た
め
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
制
作
の
世
界
が
更
に

広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と
言
え
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
て
い
る
構
図
と
同
じ
絵
か
ら
は
、
両
物
語
の
奈
良
絵
本
の
諸
本
の
制
作

の
繋
が
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。

第
九
図
の
為
義
北
の
方
の
章
段
の
絵
か
ら
は
貞
享
本
の
構
図
も
窺
わ
せ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
二
松
本
に
も
通
じ
て
い
る
面
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
本
だ

け
で
は
な
く
貞
享
本
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
、
版
本
の
構
図
の
影
響
関
係
か
ら
も

諸
本
の
成
立
順
を
整
理
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
、
青
学
断
簡
の
紹
介
を

通
し
て
、
奈
良
絵
本
の
諸
本
と
版
本
と
の
関
係
性
も
改
め
て
精
査
し
て
い
く
必

要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
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五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
新
収
の
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
断
簡
に
つ

い
て
、
諸
本
と
比
較
も
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
き
た
。
独
自
の
絵
を
持

ち
、
諸
本
や
版
本
と
の
繋
が
り
も
窺
わ
せ
る
青
学
断
簡
は
、『
保
元
物
語
』『
平

治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
諸
本
の
関
係
性
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
一

資
料
と
成
り
得
る
可
能
性
も
持
ち
、
非
常
に
重
要
か
つ
貴
重
で
あ
る
。

『
保
元
物
語
』
の
研
究
を
通
し
「
奈
良
絵
本
作
成
の
場
は
想
像
以
上
に
多
様

で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
」
と
述
べ
た
の
は
原
水
氏
で
あ
る
が
、
新
た
に
青
学

断
簡
も
加
わ
り
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
世
界
の
広
さ
や

豊
か
さ
は
更
に
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
世
界
を
よ
り
明
確
に
し
、
近
世

に
お
け
る
軍
記
物
語
の
享
受
の
様
相
を
精
細
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
版
本
や
一

つ
一
つ
の
諸
本
の
検
証
を
続
け
、
全
体
的
な
分
類
・
整
理
も
試
み
て
い
き
た
い
。

（
注
）

（
１
）	　

石
川
透
氏
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
〇
三
刊
）、

同
氏
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』（
平
凡
社
、
二
〇
二
二
刊
）
参
照
。

（
２
）	　

日
下
力
氏
の
一
連
の
研
究
に
詳
し
い
。
同
氏
『
平
治
物
語
の
成
立
と
展

開
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
刊
）。

（
３
）	　

今
回
の
紹
介
資
料
を
加
え
る
と
十
六
点
。
今
後
も
諸
本
は
増
え
て
い
く

可
能
性
が
高
い
。

（
４
）	　

例
え
ば
『
平
家
物
語
』
の
奈
良
絵
本
は
永
青
文
庫
本
や
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
本
な
ど
十
三
点
が
知
ら
れ
（
松
尾
葦
江
氏
編
『
文
化
現
象
と
し
て
の

源
平
盛
衰
記
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
刊
〉
参
照
）、『
太
平
記
』
の
奈

良
絵
本
は
近
年
、
中
根
千
絵
氏
・
森
田
貴
之
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
永

青
文
庫
本
な
ど
が
存
在
す
る
（『
奈
良
絵
本
『
太
平
記
』
の
世
界
―
永
青

文
庫
所
蔵
『
絵
入
太
平
記
』
全
挿
絵
影
印
な
ら
び
に
研
究
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
二
刊
）。

（
５
）	　
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
場
合
、絵
画
資
料
と
し
て
、例
え
ば
『
平

治
物
語
絵
巻
』
の
五
巻
本
や
常
葉
巻
、
そ
の
他
の
絵
巻
や
屏
風
、
さ
ら
に

後
述
す
る
よ
う
に
版
本
の
挿
絵
な
ど
も
あ
る
。

（
６
）	　

拙
稿
「
馬
の
博
物
館
蔵
画
帖
に
み
る
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の

二
段
階
の
享
受
と
構
成
」（
中
根
千
絵
氏
他
編『
合
戦
図　

描
か
れ
た〈
武
〉』

〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
・
一
二
〉
所
収
）
参
照
。
絵
画
資
料
を
扱
っ
た
拙

稿
の
う
ち
、
奈
良
絵
本
に
関
し
て
は
拙
稿
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵

（
斯
道
文
庫
寄
託
）
奈
良
絵
本
改
装
絵
巻
『
平
治
物
語
』
の
特
徴
―
他
諸

本
と
の
交
渉
か
ら
―
」（「
古
典
遺
産
67
」
二
〇
一
八
・
三
）
が
あ
る
（
拙

著
『
流
布
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
み
る
物
語
の
変
遷
と
背
景

―
室
町
末
・
戦
国
期
を
中
心
に
―
』〈
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
刊
〉
所
収
）。

（
７
）	　

注
６
前
者
拙
稿
。

（
８
）	　

諸
本
に
つ
い
て
は
注
６
拙
稿
二
編
も
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
玉
英
堂

本
以
外
は
全
て
、
原
本
調
査
や
複
写
物
等
に
よ
り
全
文
・
全
図
を
確
認
し

て
い
る
。
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（
９
）	　

絵
の
み
石
川
透
氏
他
編
『
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
保
元
・
平
治
物
語
絵

巻
を
読
む　

清
盛
栄
華
の
物
語
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
二
刊
）
に
掲
載
。

場
面
の
特
定
に
つ
い
て
は
注
６
前
者
拙
稿
で
触
れ
た
。

（
10
）	　

原
水
民
樹
氏
著
『『
保
元
物
語
』
系
統
・
伝
本
考
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
一
六
刊
）
に
詳
し
い
。
石
川
氏
に
よ
る
と
、朝
倉
重
賢
晩
期
の
筆
跡
。

（
11
）	　

鈴
木
彰
氏
「
ロ
ン
ド
ン
で
の
資
料
調
査
と
奇
縁
―SO

AS

図
書
館
所

蔵
の
奈
良
絵
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
こ
と
な
ど
」（「CSJR 

N
ew

sletter 2014-2015　
Issue 28-29

」
二
〇
一
六
）
が
紹
介
し
て

い
る
。
注
６
前
者
拙
稿
に
も
記
し
た
通
り
、
合
戦
絵
の
会
で
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
大
き
く
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
12
）	　

注
６
拙
稿
二
編
参
照
。
別
稿
で
改
め
て
紹
介
す
る
。

（
13
）	　

石
川
透
氏
「『
保
元
・
平
治
物
語
』
奈
良
絵
解
題
・
影
印
」（「
三
田
国

文
53
」
二
〇
一
一
・
六
）。
場
面
は
注
６
拙
著
に
お
い
て
特
定
し
た
。
僚
巻

の
可
能
性
の
断
簡
が
あ
り
、
別
稿
で
紹
介
し
た
い
。

（
14
）	　

場
面
の
特
定
は
注
６
拙
著
参
照
。

（
15
）	　

未
紹
介
の
資
料
で
あ
る
。
矢
で
射
ら
れ
た
頼
長
の
絵
や
、
義
平
が
応
戦

す
る
場
面
な
ど
が
確
認
出
来
る
。

（
16
）	　

小
井
土
守
敏
氏
監
修
『
二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

奈
良
絵
本　

保
元
物
語　

平
治
物
語
』（
新
典
社
、
二
〇
一
六
刊
）
掲
載
。

（
17
）	　
『
玉
英
堂
稀
覯
本
書
目
』
二
一
〇
号
・
二
七
四
号
や
以
前
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
た
絵
に
よ
り
部
分
的
に
確
認
し
て
い
る
。
石
川
氏
に

よ
る
と
、
朝
倉
重
賢
晩
期
の
筆
跡
。

（
18
）	　

注
１
０
原
水
氏
著
書
。
氏
の
ご
厚
意
で
、
零
葉
と
共
に
複
写
物
で
確
認

し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
19
）	　

原
水
民
樹
氏
「
奈
良
絵
本
保
元
・
平
治
物
語
に
つ
い
て
」（「
汲
古
45
」

二
〇
〇
四
・
六
）、
注
１
０
同
氏
著
書
所
収
。

（
20
）	　

注
６
後
者
拙
稿
。
な
お
、
二
〇
二
一
年
に
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）	　

注
１
９
原
水
氏
論
稿
。

（
22
）	　

山
田
雄
司
氏「
奈
良
絵
本
・
絵
巻『
保
元
物
語
』に
お
け
る
崇
徳
院
像
」（
磯

水
絵
氏
他
編
『
源
平
の
時
代
を
視
る　

二
松
学
舎
大
学
付
属
図
書
館
蔵
奈

良
絵
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
を
中
心
に
』〈
思
文
閣
、
二
〇
一
四

刊
〉
所
収
）。

（
23
）	　

注
１
０
原
水
氏
著
書
。

（
24
）	　

注
６
前
者
拙
稿
。

（
25
）	　

注
１
６
小
井
土
氏
編
著
。

（
26
）	　

注
６
前
者
拙
稿
。

（
27
）	　

詳
し
く
は
拙
稿
「『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
お
け
る
版
本
の
挿
絵

の
展
開
―
流
布
本
本
文
と
絵
の
照
合
か
ら
―
」（『
軍
記
物
語
講
座
第
一
巻
』

〈
花
鳥
社
、
二
〇
二
〇
刊
〉
所
収
）。

（
28
）	　

諸
本
の
大
き
さ
は
注
６
後
者
拙
稿
に
記
載
。

（
29
）	　

注
１
０
原
水
氏
著
書
。
二
松
本
は
明
暦
三
年
版
に
基
づ
く
こ
と
が
山
田

氏
に
よ
り
注
２
２
論
稿
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）	　

現
存
す
る
寛
永
三
年
本
は
複
数
あ
る
が
、
保
存
状
態
の
良
い
、
平
治
と

一
組
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
広
島
大
学
本
を
用
い
た
。
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（
31
）	　

出
口
久
徳
氏
が
二
松
本
の
傾
向
と
し
て
、
残
虐
な
絵
は
避
け
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（「
描
か
れ
た
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』

の
世
界
」〈
注
２
２
磯
氏
編
著
所
収
）。

（
32
）	　

底
本
「
範
長
」。「
教
長
」
に
改
め
る
。

（
33
）	　

底
本
「
な
り
正
」。「
成
雅
」
に
改
め
る
。

（
34
）	　

二
松
本
が
推
問
を
水
問
と
し
て
い
る
点
、
原
水
氏
が
注
１
０
著
書
で
指

摘
し
て
い
る
。

（
35
）	　

但
し
寛
永
本
で
は
首
は
四
つ
で
あ
る
。

（
36
）	　

注
１
０
原
水
氏
著
書
。

（
37
）	　

拙
稿
「
流
布
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
お
け
る
子
ど
も

の
哀
話
の
改
作
―
涙
の
削
除
を
中
心
に
―
」（「
伝
承
文
学
研
究
66
」

二
〇
一
七
・
八
）。
注
６
拙
著
所
収
。

（
38
）	　

底
本
「
じ
が
い
」。「
死
骸
」
に
改
め
る
。

（
39
）	　

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
本
は
該
当
箇
所
が
欠
け
て
い
る
。

（
40
）	　

注
２
７
拙
稿
。

（
41
）	　

注
３
１
論
稿
。

（
42
）	　

拙
稿
「『
保
元
物
語
』
大
東
急
記
念
文
庫
本
翻
刻
（
二
）」（「
か
が
み

55
」
二
〇
二
五
・
三
）。
な
お
、
拙
稿
で
は
同
箇
所
の
翻
刻
に
誤
り
が
あ
っ

た
た
め
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
43
）	　

こ
の
こ
と
自
体
、
諸
本
が
『
保
元
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
と
い
う
問
題
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）	　

梶
原
正
昭
氏
・
ジ
ュ
リ
ア
・
ミ
ー
チ
＝
ペ
カ
リ
ク
氏
編
『
保
元
平
治
合

戦
図
』
角
川
書
店
、
一
九
八
七
刊
。

（
45
）	　

あ
る
い
は
「
牛
若
奥
州
下
り
の
事
」
の
章
段
の
「
母
の
常
葉
は
清
盛
に

思
は
れ
て
、
姫
君
一
人
ま
う
け
た
り
し
が
、
す
さ
め
ら
れ
て
の
ち
は
、
一

条
大
蔵
卿
長
成
の
北
の
方
に
成
て
、
子
ど
も
あ
ま
た
出
来
た
り
」
の
可
能

性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
左
下
の
女
性
が
常
葉
の
母
親
の
場
合
、
そ

ぐ
わ
な
い
か
。

［
付
記
］
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
金
・
若
手
研
究
（JP21K

12919

）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
の
所
蔵
に
当
た
り
、
慶
應
義
塾
大
学
の
石
川
透
先
生

に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
注
１
５
の
未
紹
介
の
資
料
の
言
及
も
お

許
し
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




